
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の点にご注意く ださ い 
 

申請書提出先について   

 

当協会の事務所が３ 月に移転し たこ と に伴い、 申請書の提出先は 

下記と なり ます。  
 

〒1 0 2 -8 1 1 3   

東京都千代田区飯田橋 3  -1 0  - 3  東京し ごと センタ ー7 階 

      東京都職業能力開発協会 業務課宛 
 

 

 

 

令和 6 年度より 、 以下の点が変更になり まし た 
 

申請書入手方法について  
 

 

 

 

 

 

当協会ホームページ(  h ttp s ://w w w .tok y o-va da .o r.jp/)より 受検申請書

の送付依頼が可能と なり まし た。 詳細はホームページ「 受検申請の流れ」

をご確認く ださ い。  
 

 

 

 

受検案内本編は 

この次のページからです 

令和６ 年度 後期技能検定 

 申請受付の注意点について 

https://www.tokyo-vada.or.jp/


令和６ 年度 後期

受付期間　 令和６ 年1 0 月７ 日（ 月）から 1 0 月1 8 日（ 金）（ 郵送必着）

※1 0 月1 8 日（ 金）1 7 時3 0 分を過ぎて到着し た受検申請書は受理できません。

技能検定 受検案内
技能五輪東京都予選参加案内

技 能 検 定 と  は
　 技能検定と は、 職業能力開発促進法に基づき 、 受検者がも っ ている技能や知識を 一定の基準によっ て検定し 、 公証

する試験で、 そのこ と により 皆さ んの技能と 社会的・ 経済的地位の向上を図るこ と を目的と する国家検定制度です。

　 こ の技能検定は、 技能職種ごと に特級・ １ 級・ ２ 級・ ３ 級及び単一等級に区分さ れ、 それぞれ学科試験と 実技試験

により 実施さ れます。

　 技能検定に合格し た人には、 特級・ １ 級・ 単一等級は厚生労働大臣名の、 ２ 級・ ３ 級は東京都知事名の、 合格証書

と 技能士章が交付さ れ、 職業能力開発促進法に規定する「 技能士」 と 称するこ と ができ ます。

● 当協会の事務所が令和６ 年３ 月中旬に移転し まし た。

　 受検申請書の提出先は下記と なり ます。

●申請は、 すべて郵送受付のみと なり ます。

●本人確認書類と し て在職等が確認でき る「 健康保険者証等」、 学生割引を 受

ける 在校生・ 訓練生は「 学生証」（ 氏名及び生年月日が確認でき る も のに限

る） を申請書裏面に貼付いただき ます。（ 2 受検申請の手続き 参照）

●実技試験は一部の職種作業を除き 実際に物を加工する作業を行います。 下記

の中央職業能力開発協会の試験問題公開サイ ト に掲載さ れている過去問題で

必ず安全に作業でき るこ と を申請前に確認し てく ださ い。

　 なお、 重大なけがや事故に繋がる恐れがある等、 試験を継続するこ と が危険

であると 技能検定委員が判断し た場合、 失格と なるこ と があり ます。

〒1 0 2-8 1 1 3 　 東京都千代田区飯田橋3 -1 0 -3  東京し ごと センタ ー７ 階

東京都職業能力開発協会　 業務課

東京都職業能力開発協会

目　 　 次

1 技能検定実施日程…………………………………P１ 7 免除資格一覧表……………………………………P９

2 受検申請の手続き …………………………………P２ 8 技能検定についてよく ある質問……………… P1 0

3 受検手数料…………………………………………P３ 9 受検申請書作成要領…………………………… P1 1

4 試験について………………………………………P４ 10 申請内容の変更について……………………… P1 3

5 実施職種及び試験日時……………………………P４ 11 技能五輪東京都予選参加案内………………… P1 4

6 受検資格一覧表……………………………………P８ ◎ 事務所住所・ 封筒貼付宛先………………… 背表紙

本書の内容を確認・ 了承いただいた上で申請の手続きを行っ てく ださ い

中央職業能力開発協会　 試験問題公開サイ ト
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技能検定実施日程

受 検 申 請
令和６ 年10 月７ 日（ 月）～1 0 月1 8日（ 金）

●詳し く は2 受検申請の手続き を 参照し てく ださ い。

受 検 手 数 料 振 込

請求書郵送： 令和６ 年1 1月上旬

受検手数料振込期限： 令和６ 年1 1月中旬

●個人で申請さ れた方は、 申請書の「 受検票送付先」 で選択し た送付先へ郵送し ます。

●請求書に記載さ れた振込期限日までに必ずお支払いく ださ い。

実技試験問題公表

令和６ 年11 月2 8日（ 木）

●当協会の窓口で公表し ます。

●一部の職種は概要のみ公表と なり ます。

受 検 票 発 送

実技試験： 令和６ 年12 月上旬より 順次送付（ 職種・ 作業毎に送付）

学科試験： 令和６ 年12 月下旬頃送付（ 全職種・ 作業一斉送付）

●実技と 学科の受検票は別々に送付し ます。

●送付先は受検申請書の「 受検票送付先（ ①自宅または②勤務先、 在学校※）」 を 選択いた

だき ます。

　 ※②を 選択し 、 且つ、 受検申請書の「 技能検定コ ード 」 が記入さ れている場合

　 　 ・ 一括送付を 希望し ている事業所・ 学校については、 まと めて担当者宛に送付し ます。

●受検票が届かない場合は、 当協会にご連絡く ださ い。

試 験 日 程

実技試験： 令和６ 年12 月５ 日（ 木）～令和７ 年２ 月16 日（ 日）

　 　 　 　 　 の間で指定する日

学科試験： 令和７ 年１ 月26 日（ 日）、 ２ 月２ 日（ 日）、 ５ 日（ 水）、 ９ 日（ 日）

　 　 　 　 　 の間で定めら れた日

●試験の日時・ 場所は受検票に記載さ れます。 なお学科試験日と 実技試験の内、 既に試験

日が決定し ているも のについては、 5 実施職種及び試験日時に記載し ています。

●自己都合による試験日の変更はでき ません。

合 格 発 表

令和７ 年３ 月1 4 日（ 金）午前10 時

●東京都ホームページ「 TO KYO はたら く ネッ ト 」 に合格者の受検番号を 掲載予定

　（ http ://w w w .ha ta ra ku .m etro .to kyo .lg .j p /）

●合格者へは東京都産業労働局雇用就業部能力開発課より 自宅宛に合格通知を 郵送し ます。

　 また、 後日交付する 合格証書は特定信書便の『 着払い』 で配送いたし ます。（ 着払い料金

は配送地域により 異なり ます）

●実技又は学科試験のみの合格者へは、 当協会より 一部合格通知を 自宅宛に送付し ます。

●不合格者へは通知し ません。

●電話による 合否および受検番号の照会にはお答えでき ません。

・

・

・

・

・

1

http://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/
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受検申請の手続き2

申請方法 郵送受付のみ（ 窓口受付は行いません）

郵送方法

●下段「 郵送するも の」 を 角２ 封筒に入れ、 表に「 技能検定受検申請書在中」 と 朱書き し 、 簡易
書留と し て郵便局窓口から 次の送付先住所へお送り く ださ い。 ※簡易書留の日付指定の制度も
あり ます。 ※送付物の到着については、 簡易書留の追跡サービスで各自ご確認く ださ い。

【 送付先】 〒1 0 2 -8 1 1 3 　 東京都千代田区飯田橋3 -1 0 -3  東京し ごと センタ ー７ 階
　 　 　 　 　 東京都職業能力開発協会　 業務課 宛　 　 　 　 ※背表紙に同住所の切り 貼り があり ます。

●普通郵便で郵送し た受検申請書が紛失等により 到着し なかっ た場合、 当協会では責任を負いかねます。

●郵送後のキャ ンセルはできません。

●実技試験に人数制限のある職種・ 作業（ P5 ～7 参照） は、 先着順（ 申請書が郵送で当協会に届い

た順） に受け付けます。 後述の抽選の都合上、 1 5 時までに到着し た申請書は到着日に受付し ますが、

1 5時を超えて到着し た申請書は、 翌営業日分の受付と みなし ます。 予め余裕を持っ てご郵送く ださ い。

定員を超えた場合、 定員を 超えた日の15 時までに届いた申請書の中で抽選を 行い受検者を決定し ま

す。 なお、 定員に達し た職種作業等の情報は当協会ホームページへ随時掲載し 、 落選者へは電話また

はメ ール（ 電話が不通の場合） でご連絡いたし ます。 ※抽選と なっ た際、 東京都内に在住または在勤の申請者

を優先する場合があり ます。

受付期間
令和６ 年1 0 月７ 日（ 月）～10 月1 8 日（ 金）必着（ 消印は有効ではあり ません）
●郵便事情を 考慮し ご郵送く ださ い。10月18日（ 金）17 時3 0 分を 過ぎて到着し た受検申請書は受理できません。

受検手数料

● 受検手数料（ 3 受検手数料参照） は、 1 1月上旬に郵送さ れる請求書に基づき 、 銀行振込（ 振込手数料

は振込人負担） により 納入し てく ださ い。 受検申請書の送付後はいかなる理由であっ ても キャ ンセル

できません。 請求書記載の振込期限日までに必ずお支払いく ださ い。

● 領収書は発行いたし ません。 振込の際に発行さ れる利用明細書、 振込金受取書等を領収書の発行に代

えさ せていただき ます。

郵送するも の

①受検申請書（ 9 受検申請書作成要領参照）

　 ･入手方法については、 当協会ホームページ「 受検案内・ 申請書の入手方法について」 をご覧く ださ い。

　 ･申請内容等の確認をする場合があるため、 受検申請書には日中つながる電話番号をご記載く ださ い。

②本人確認書類（ コ ピー）

　 次のいずれかの書類のコ ピーを 受検申請書の裏面の所定欄に貼り 付けてく ださ い。（ 注　 在職等の確

認を行う ため、 運転免許証は不可。）

　 ●健康保険被保険者証または国民健康保険被保険者証

　 ●雇用保険被保険者証（ 会社が保管し ている場合が多い）

　 ●雇用保険日雇労働被保険者手帳（ 日雇手帳）（ 氏名および生年月日が確認できるも のに限る）

　 ●在職証明書（ 要各自作成、 在職証明書のみ原紙貼付でも 可）

　 　 ※ 様式は問わないが「 受検者氏名、 生年月日、 雇用期間（ 〇年〇月～〇年〇月現在）、 証明日、『 在

職し ているこ と を証明し ます』 の文言、 会社名、 代表者名、 会社印（ 代表者の私印不可）」 が記載

さ れているこ と 。

　 ● 生徒手帳、 学生証【 在学生・ 訓練生で学生割引を受ける者は必須】（ 氏名、 生年月日、 科目名、 コ ー

ス名が確認でき るも のに限る）

　 ●特別永住者証明書、 在留カ ード

　 ●外国政府が発行し た旅券（ 写真欄及び日本国査証欄）

③その他（ 下記該当者のみコ ピーを同封）

 ●実技または学科試験の免除を受けよう と する場合 

　 ・ 受検申請書の試験免除欄に必要事項を記入の上、 その免除資格を証明する書面のコ ピーを同封。

　 ・ 受付手続き 完了後に免除資格を申し 出ても 免除は受けら れません（ 必ず受検申請書郵送時に同封）。

 ●在校生・ 訓練生の場合 

　「 ３ 級の技能検定の受検資格付与に係る確認書」 の交付を受けた者は同封。

 ●特級を受検申請する場合 

　  受検申請書の技能検定合格状況欄に必要事項を記入すると と も に、 受検区分に関わら ず、 当該職種１

級技能検定合格証書のコ ピー（ A4 縮小推奨） を同封（ 既に一部合格をし ている方を含め全員必須）。

④受検手数料 一括振込申請書

　  技能検定コ ード を 取得し ていない企業・ 団体様で、 受検申請者が５ 名以上の企業・ 団体様は、 受検手

数料を一括でお振込みいただけます。 ご希望の場合は、 当協会ホームページより 「 受検手数料 一括振

込申請書」 をダウンロード ・ ご記入の上、 受検申請書と 併せてご郵送く ださ い。

その他

● 同時に２ つ以上の検定職種（ 作業） の受検申請は原則と し てでき ません。 ただし 、 受検し よう と する

検定職種（ 作業） の実技試験と 学科試験の試験日が全て重複し ない場合等、 実際の受検に支障がない

場合は、 受検申請するこ と ができます。（ 試験日程は5 実施職種及び試験日時参照）

● 技能検定コ ード を取得を希望さ れる場合は受付期間前にお問合せく ださ い。（ 条件により お受けできな

い場合がございます。）

●障がい者の方で特別の配慮が必要な場合は、 受付期間前にお問い合わせく ださ い。
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【 も のづく り 分野に従事する若者の確保・ 育成を 目的と し た減免制度】

下記の①、 ②の両方を 満たす方は、 受検手数料が9 ,0 0 0 円減額と なり ます。

①２ 級または３ 級の実技試験を 受検する方

②令和６ 年４ 月１ 日時点で3 4 歳以下の方（ 1 9 8 9 年･平成元年４ 月２ 日以降に生まれた方）

　 ●生活保護法等の規定により 保護を 受けている 方は、 受検手数料の減額または免除を 受ける こ と ができ ます。 詳細

は当協会へお問い合わせく ださ い。

　 ●受検手数料は非課税です。

　 ● 納付さ れた受検手数料は、 原則と し て返還さ れません。

受検手数料（ 東京都産業労働局関係手数料条例及び東京都技能検定試験手数料の額を定める規則に基づく ）3

受検手数料一覧表

受検する級
R6 .4 .1時点の

年齢 ※2
実技・ 学科と も 受検 

(A甲区分)
実技のみ受検 
(A丙・ C区分)

学科のみ受検 
(A乙・ B区分)

実技・ 学科と も 免除 
(D 区分)

特級・ 1級・ 単一等級 全年齢 2 1 ,3 0 0円 18 ,2 0 0 円

3 ,1 0 0円 2 ,0 0 0円

2 級
3 5歳以上 2 1 ,3 0 0円 18 ,2 0 0 円

3 4歳以下 1 2 ,3 0 0円 9 ,2 0 0 円

3級
3 5歳以上 2 1 ,3 0 0円 18 ,2 0 0 円

3 4歳以下 1 2 ,3 0 0円 9 ,2 0 0 円

在校生
・ 訓練生  ※1

3 5歳以上 1 5 ,2 0 0円 12 ,1 0 0 円

3 4歳以下 6 ,20 0円 3 ,1 0 0 円

※１ 　  在校生・ 訓練生と は次のいずれかに該当する 方を いいます。 なお、 対象者は受検申請時に生徒手帳または学生

証等のコ ピー（ 科目名・ コ ース名等が確認でき る も のに限る ） を 同封し てく ださ い（ 無い場合は学生割引が適

用さ れません）。

　 　 　 　 ① 高等学校、 中等教育学校の後期課程、 特別支援学校の高等部、 高等専門学校、 短期大学、 大学、 専修学校、

各種学校の在校生

　 　 　 　 ②公共職業能力開発施設または認定職業訓練施設の訓練生（ 就職し ている者を 除く ）

　 　 　 　 ③職業能力開発総合大学校の在校生（ 就職し ている者を 除く ）

※２ 　  出入国管理及び難民認定法別表第一の上欄の在留資格を も っ て在留する 方は、 年齢に関係なく 、「 3 5 歳以上」

の受検手数料と なり ます。

実技試験受検手数料 確認フ ローチャ ート

9 ,2 0 0 円

1 8 ,2 0 0 円

3 4 歳以下いいえ

3 5 歳以上

R6 .4 .1 時点の

年齢は？（ ※2）

3 ,1 0 0 円

1 2 ,1 0 0 円

3 4 歳以下は　 い

3 5 歳以上

3 5 歳以上

R6 .4 .1 時点の

年齢は？（ ※2）

３ 級

9 ,2 0 0 円

1 8 ,2 0 0 円

3 4 歳以下２ 級

特級･１ 級･単一等級

R6 .4 .1 時点の

年齢は？（ ※2）

在校生･訓練生

ですか？（ ※1 ）

受検する

級は？

受検申請の手続き  確認フ ロ ーチャ ート

受検不可※

受検資格有り

受検資格無し

請求書郵送・ 振込
（ 1 1 月上旬）

請求書郵送・ 振込
（ 1 1 月上旬）

受検可

受検可

受検不可

受検資格有り

受検資格無し

抽選

当選

落選 落選電話または
メ ール連絡※

受検不可 ※「 学科のみ受検に変更」等確認。

　 メ ール連絡は電話が繋がら ない場合。

郵送申請

A 甲、A 丙、C 区分の

実技人数制限無し または

A 乙、B、D 区分

審査

審査

A 甲、A 丙、C 区分の

実技人数制限あり
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試験について4

実技試験

●職種（ 作業） によ り 、 製作等作業試験、 判断等試験、 計画立案等作業試験のいずれかあるいは
組み合わせにより 実施し ます。 　（ 5 実施職種及び試験日時参照）

●概要は中央職業能力開発協会ホームページ（ http s://w w w .j a vad a .o r.j p ） に掲載さ れていま
すので、 申請前に必ずご確認く ださ い。

学科試験

●出題形式・ 試験時間について
　 ◦ 特級は五肢択一法（ ２ 時間）
　 ◦ １ ・ ２ ・ 単一等級は真偽法及び四肢択一法（ １ 時間4 0 分）
　 ◦ ３ 級は真偽法（ １ 時間）
●関係法規、 JIS等の各種規格等の記載に基づく 出題について
　 原則と し て、 令和６ 年４ 月１ 日時点で施行さ れている内容に基づく も のと し ます。
　 ただし 、 職種（ 作業） ごと に、 実作業の現場における 普及状況等を 勘案し 、 一般的に使用さ れ

ている従前の施行内容に基づく 場合も あり ます。

合否基準

●実技試験
　 ◦ 原則と し て1 0 0 点の配点に対し て6 0 点以上で合格と なり ます。
　 ◦ ただし 、 製作等作業試験、 判断等試験および計画立案等作業試験のう ち 、 ２ 種類以上の試験

を 行う 職種（ 作業） にあっ ては、 各試験の得点数がそれぞれの合否基準を 満たす必要があり
ます。 また、 製作等作業試験が複数の課題から なり 、 個々の課題に合否基準が定めら れてい
る 職種（ 作業） について、 個々の課題の得点数がそれぞれの合否基準点に達し ている 必要が
あり ます。

●学科試験
　 問題数の6 5 ％以上の正答で合格と なり ます。

正解の公開 

について

●学科試験・ 計画立案等作業試験
　 原則、 試験日の翌営業日の午後３ 時頃、 中央職業能力開発協会ホームページにて公開し ます。
●判断等試験
　 全国統一の日に行う 職種は試験日の翌営業日、 その他の職種は令和７ 年２ 月17 日（ 月）以降に当

協会窓口にて公開し ます。（ 窓口閲覧のみ、 ホームページへは掲載さ れません）

実施職種及び試験日時

※実技試験日欄に「 後日決定」「 月/日 予定」 と 記載さ れている も のは、 1 技能検定実施日程に記載さ れている 実技試

験の実施期間内に実施し ます。 実際の試験日時およ び会場は後日送付さ れる 受検票に記載し て通知し ます。「 予定」

と 記載さ れているも のは試験日が変更と なる場合があり ます。

※実技試験日およ び学科試験日欄の「 月/日 AM ・ PM 」 は、 全国統一の日に実施し ます。 試験会場およ び集合時間等

は未定のため、 後日送付さ れる受検票で通知し ます。

※備考欄の注釈についてはP7 を 必ずご確認く ださ い。

5

●特級（ 全2 5職種）

索引
職種
番号

職　 種　 名

か 1 1 4 金 型 製 作

き 0 0 6 機 械 加 工

0 1 3 機 械 検 査

0 0 5 金 属 熱 処 理

0 0 7 金 属 プ レ ス 加 工

く 1 4 2 空 気 圧 装 置 組 立 て

け 0 6 8 建 設 機 械 整 備

こ 1 4 8 光 学 機 器 製 造

1 2 3 工 場 板 金

索引
職種
番号

職　 種　 名

し 0 1 2 仕 上 げ

0 9 7 自 動 販 売 機 調 整

0 2 6 紳 士 服 製 造

た 0 1 4 ダ イ カ ス ト

ち 0 0 3 鋳 造

て 0 1 6 電 気 機 器 組 立 て

0 1 5 電 子 機 器 組 立 て

な 0 6 7 内 燃 機 関 組 立 て

索引
職種
番号

職　 種　 名

は 1 3 0 パ ン 製 造

1 4 1 半 導 体 製 品 製 造

ひ 1 8 3 非 接 触 除 去 加 工

ふ 0 2 5 婦 人 子 供 服 製 造

0 3 7 プ ラ ス チ ッ ク 成 形

1 6 2 プ リ ン ト 配 線 板 製 造

め 0 1 0 め っ き

ゆ 0 8 4 油 圧 装 置 調 整

●試験日（ 全職種共通）

　 学科試験　 ： 　 令和７ 年２ 月２ 日（ 日）　 AM

　 実技試験（ 計画立案等作業試験）　 ： 　 令和７ 年２ 月２ 日（ 日）　 PM

https://www.javada.or.jp
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次ページへ続く 　

索引
職種
番号

職種名
作業
番号

作業名 級別
学科

試験日

実技試験日

備考製作等
作業試験

判断等試験
計画立案等
作業試験

か

1 5 1 菓 子 製 造

0 1 0 洋 菓 子 製 造 作 業 1 ･2 級
2 /9
PM

後日決定

0 2 0 和 菓 子 製 造 作 業 1 ･2 級
2 /9
PM

後日決定

0 7 4 型 枠 施 工 0 1 0 型 枠 工 事 作 業
1 ･2 ･3

級
1 /2 6
AM

後日決定
1 /2 6 PM
（ 1 級）

0 5 0 ガ ラ ス 施 工 0 1 0 ガ ラ ス 工 事 作 業 1 ･2 級
1 /2 6
AM

後日決定
1 /2 6 PM
（ 1 級）

き 0 0 6 機 械 加 工 0 1 0 普 通 旋 盤 作 業 3 級
2 /9
AM

後日決定 （ 注４ ）

0 1 3 機 械 検 査 0 1 0 機 械 検 査 作 業

1 ･2 級
1 /2 6
AM

後日決定
1 /2 6
PM

（ 注４ ）

3 級
2 /9
PM

後日決定 （ 注４ ）

0 5 2 機 械・ プ ラ ン ト 製 図

0 1 0 機 械 製 図 手 書 き 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /2
AM

1 /2 6

0 1 5 機 械 製 図 Ｃ Ａ Ｄ 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /2
AM

1 /2 6 （ 注４ ）

1 3 8 金 属 ば ね 製 造

0 1 0 線 ば ね 製 造 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

後日決定 後日決定

0 2 0 薄 板 ば ね 製 造 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

後日決定 後日決定

く 1 4 2 空 気 圧 装 置 組 立 て 0 1 0 空 気 圧 装 置 組 立 て 作 業 1 ･2 級
2 /9
PM

1 /1 9
1 /1 9
AM

け 0 3 8 建 築 大 工 0 1 0 大 工 工 事 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /9
AM

後日決定

人数制限職種

※下表の職種（ 作業） は、 実技試験に人数制限があり 、 先着順（ 申請書が郵送で当協会に届いた順） に受け付けます。

定員を 超えた場合、 定員を 超えた日に届いた申請書の中で抽選を 行い受検者を 決定し ます。

●１ 級・ ２ 級（ 4 4 職種5 6 作業）　 ●３ 級（ 全20 職種22 作業）　 ●単一等級（ 全１ 職種１ 作業）

索引
職種
番号

職種名
作業
番号

作業名 級別
学科

試験日

実技試験日

備考製作等
作業試験

判断等試験
計画立案等
作業試験

い 0 5 7 印 章 彫 刻 0 1 0 木 口 彫 刻 作 業 1 ･2 級
2 /2
AM

後日決定

か 1 2 4 家 具 製 作 0 1 0 家 具 手 加 工 作 業 3 級
2 /2
PM

後日決定

1 5 8 カ ーテン ウォ ール施工 0 1 0 金 属 製 カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 事 作 業 1 ･2 級
2 /2
AM

1 /1 9 1 /1 9
AM

0 3 9 か わ ら ぶ き 0 1 0 か わ ら ぶ き 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /9
AM

後日決定

き 0 6 5 貴 金 属 装 身 具 製 作 0 1 0 貴 金 属 装 身 具 製 作 作 業 3 級
2 /2
PM

後日決定

こ

1 2 3 工 場 板 金

0 3 0 機 械 板 金 作 業 1 ･2 級
2 /2
PM

後日決定 （ 注１ ）

0 4 0 数値制御タ レ ッ ト パン チプレ ス板金作業 1 ･2 級
2 /2
PM

後日決定 （ 注１ ）

1 5 7 コ ン ク リ ート 圧送施工 0 1 0 コ ン ク リ ー ト 圧 送 工 事 作 業 1 ･2 級
2 /9
PM

1 /1 9
AM

1 /1 9
AM

さ

1 2 1 さ く 井

0 1 0 パ ー カ ッ シ ョ ン 式 さ く 井 工 事 作 業 1 ･2 級
2 /2
PM

1 /1 9 1 /1 9
AM

0 2 0 ロ ー タ リ ー 式 さ く 井 工 事 作 業 1 ･2 級
2 /2
PM

1 /1 9 1 /1 9
AM

し 0 9 4 写 真 0 3 0 肖 像 写 真 デ ジ タ ル 作 業 3 級
2 /9
PM

後日決定

ふ 1 6 2 プ リ ン ト 配線 板製 造 0 2 0 プ リ ン ト 配 線 板 製 造 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

1 /1 9

ろ 1 5 4 ロ ー プ 加 工 0 1 0 ロ ー プ 加 工 作 業 1 ･2 級
2 /9
PM

後日決定

わ 0 2 7 和 裁 0 1 0 和 服 製 作 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /2
AM

後日決定
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次ページへ続く 　

人数制限職種

※下表の職種（ 作業） は、 実技試験に人数制限があり 、 先着順（ 申請書が郵送で当協会に届いた順） に受け付けます。

定員を 超えた場合、 定員を 超えた日に届いた申請書の中で抽選を 行い受検者を 決定し ます。

索引
職種
番号

職種名
作業
番号

作業名 級別
学科

試験日

実技試験日

備考製作等
作業試験

判断等試験
計画立案等
作業試験

こ 1 4 8 光 学 機 器 製 造 0 2 0 光 学 機 器 組 立 て 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

後日決定

0 6 1 広 告 美 術 仕 上 げ 0 3 0 広 告 面 粘 着 シ ー ト 仕 上 げ 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /9
PM

後日決定

し 1 8 4 シ ー ケ ン ス 制 御 0 1 0 シ ー ケ ン ス 制 御 作 業 1 ･2 級
1 /2 6
AM

後日決定
1 /2 6
PM

0 9 7 自 動 販 売 機 調 整 0 1 0 自 動 販 売 機 調 整 作 業 1 ･2 級
2 /2
PM

後日決定

1 4 3 樹脂接 着剤 注入 施工 0 1 0 樹 脂 接 着 剤 注 入 工 事 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

後日決定

0 2 8 寝 具 製 作 0 1 0 寝 具 製 作 作 業 1 ･2 級
2 /2
PM

後日決定

0 2 6 紳 士 服 製 造 0 2 0 紳 士 既 製 服 製 造 作 業 1 ･2 級
1 /2 6
AM

後日決定
1 /2 6 PM
（ 1 級）

せ 0 7 1 製 本 0 4 0 製 本 作 業 1 ･2 級
2 /2
AM

後日決定
（ 注１ ）、
（ 注３ ）

ち 1 1 8 厨 房 設 備 施 工 0 1 0 厨 房 設 備 施 工 作 業 1 ･2 級
2 /2
AM

後日決定
2 /2 PM
（ 1 級）

て 0 8 8 テク ニカ ルイ ラ スト レーショ ン 0 6 0 テク ニカ ルイ ラ スト レ ーショ ン Ｃ Ａ Ｄ 作業 3 級
2 /9
AM

1 /1 9
AM

0 4 7 鉄 筋 施 工

0 1 0 鉄 筋 施 工 図 作 成 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /9
PM

1 /1 9
AM

0 2 0 鉄 筋 組 立 て 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /9
PM

後日決定

0 5 3 電 気 製 図 0 1 0 配 電 盤 ・ 制 御 盤 製 図 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /9
AM

1 /2 6
AM

0 1 5 電 子 機 器 組 立 て 0 1 0 電 子 機 器 組 立 て 作 業 3 級
2 /9
PM

後日決定

と 0 1 9 時 計 修 理 0 1 0 時 計 修 理 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /2
PM

後日決定

は 0 4 6 配 　 管 0 1 0 建 築 配 管 作 業
1 ･2 ･3

級
1 /2 6
AM

後日決定
1 /2 6 PM

（ 1 ･2 級）

1 1 6 ハム・ ソ ーセ ージ・ ベーコ ン 製造 0 1 0 ハム・ ソ ーセ ージ・ ベーコ ン 製造作業 1 ･2 級
1 /2 6
AM

後日決定 後日決定

1 3 6 バ ル コ ニ ー 施 工 0 1 0 金 属 製 バ ル コ ニ ー 工 事 作 業 単一等級
2 /2
PM

1 /1 9
1 /1 9
AM

1 3 0 パ ン 製 造 0 1 0 パ ン 製 造 作 業 1 ･2 級
2 /2
PM

後日決定

1 4 1 半 導 体 製 品 製 造

0 1 0 集 積 回 路 チ ッ プ 製 造 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

1 /2 6

0 2 0 集 積 回 路 組 立 て 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

1 /2 6

ふ 0 2 5 婦 人 子 供 服 製 造 0 3 0 婦 人 子 供 既 製 服 縫 製 作 業 1 ･2 級
1 /2 6
AM

後日決定
1 /2 6 PM
（ 1 級）

1 1 2 舞 台 機 構 調 整 0 1 0 音 響 機 構 調 整 作 業 1 ･2 級
2 /5
AM

後日決定
2 /5
PM

0 3 7 プ ラ ス チ ッ ク 成 形

0 2 0 射 出 成 形 作 業 3 級
2 /9
AM

後日決定

0 3 5 ブ ロ ー 成 形 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

後日決定

0 3 4 プ リ プ レ ス 0 3 6 Ｄ Ｔ Ｐ 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

後日決定

1 6 2 プ リ ン ト 配 線板 製造 0 1 0 プ リ ン ト 配 線 板 設 計 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /9
AM

1 /2 6

ほ

0 8 6 防 水 施 工

0 1 0 ア ス フ ァ ル ト 防 水 工 事 作 業 1 ･2 級
2 /2
AM

後日決定

0 4 0 合 成 ゴ ム 系 シ ー ト 防 水 工 事 作 業 1 ･2 級
2 /2
AM

後日決定

0 5 0 塩 化 ビ ニ ル 系 シ ー ト 防 水 工 事 作 業 1 ･2 級
2 /2
AM

後日決定

0 9 0 改質アスフ ァ ルト シート ト ーチ工法防水工事作業 1 ･2 級
2 /2
AM

後日決定
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（ 注１ ） 製作等作業試験については、 試験当日、 下表の該当内容に関する 労働安全衛生法第5 9 条第3 項に基づく 安全ま

たは衛生のための特別の教育を 修了し た証明書等の原本も し く は写し を 提示する、 または、 特別の教育と 同等

の知識及び技能を 有し ているこ と を 別途指定する様式により 申告し ていただき ます。

（ 注２ ） １ ・ ２ 級の製作等作業試験は溶接作業を 伴う ため、 ガス溶接主任者免許証またはガス溶接技能講習修了証の携

帯が必要です。 試験当日に携帯し ていない場合は受検でき ませんのでご注意く ださ い。

（ 注３ ） 製本（ 製本作業） ２ 級 実技試験を 受検申請さ れる 方は、 次に掲げる 課題のいずれかを 受検申請時に選択し て

いただき ます。 選択し たコ ースについては、 受検申請書右票の実技試験受検票及び写真票の作業名欄に必ず記

入し てく ださ い。

　 　 　 【 課題Ａ 】 雑誌製本（ 標準時間　 ２ 時間4 0 分　 打切り 時間　 ３ 時間1 0 分）

　 　 　 【 課題Ｂ 】 裁ち合わせ中綴じ 製本（ 標準時間　 ２ 時間　 打切り 時間　 ２ 時間3 0 分）

（ 注４ ） 受検者の所属事業所(設備･人員)を 利用し て実技試験を 実施でき る 場合には、 人数制限に関係なく 申請が可能

です。 初めて試験実施を 希望さ れる 事業所は、 受付期間開始２ ～３ 週間前までに必ず当協会へお問い合わせの

う え、 実施可能か確認を 受けてく ださ い。

職種（ 作業） 該当内容

・ 工場板金（ 機械板金作業）

・ 工場板金（ 数値制御タ レッ ト パンチプレス板金作業）
動力プレス機械の金型取付け等

・ 製本（ 製本作業） 動力プレスのシャ ーの刃部取付け等

索引
職種
番号

職種名
作業
番号

作業名 級別
学科 

試験日

実技試験日

備考製作等 
作業試験

判断等 
試験

計画立案等 
作業試験

し 1 6 3 自 動 ド ア 施 工 0 1 0 自 動 ド ア 施 工 作 業 1 ･2 級
2 /9

AM
後日決定

て

1 6 0 鉄 道 車 両 製 造 ･ 整 備

0 6 0 走 行 装 置 整 備 作 業 1 ･2 級
2 /2

PM
後日決定

0 8 0 鉄 道 車 両 点 検 ･ 調 整 作 業 1 ･2 級
2 /2

PM
後日決定

み 0 9 9 み そ 製 造 0 1 0 み そ 製 造 作 業 1 ･2 級
2 /2

AM
後日決定

自社検定職種（ 事業所単位での申請のみ可・ 個人での申請は不可）

※下表の職種（ 作業） の実技試験は、 受検者の所属事業所（ 設備・ 人員） を 利用し て試験を 実施し ます。

　 こ のため、 初めて試験実施を 希望さ れる 事業所は、 受付期間開始２ ～３ 週間前までに必ず当協会にお問い合わせの

う え、 実施可能か確認を 受けてく ださ い。

※過去に試験を 実施し たこ と のある 事業所であっ ても 、 受検者が少数の場合、 必ず受付期間前に当協会へお問い合わ

せく ださ い。

人数制限職種

※下表の職種（ 作業） は、 実技試験に人数制限があり 、 先着順（ 申請書が郵送で当協会に届いた順） に受け付けます。

定員を 超えた場合、 定員を 超えた日に届いた申請書の中で抽選を 行い受検者を 決定し ます。

索引
職種
番号

職種名
作業
番号

作業名 級別
学科

試験日

実技試験日

備考製作等
作業試験

判断等試験
計画立案等
作業試験

ほ 0 2 1 縫 製 機 械 整 備 0 1 0 縫 製 機 械 整 備 作 業 1 ･2 級
2 /9
AM

後日決定

ゆ 0 8 4 油 圧 装 置 調 整 0 1 0 油 圧 装 置 調 整 作 業 1 ･2 級
2 /2
AM

後日決定
2 /2
PM

れ 0 6 9 冷凍空気調和機器施工 0 1 0 冷 凍 空 気 調 和 機 器 施 工 作 業
1 ･2 ･3

級
2 /2
AM

後日決定
2 /2 PM

（ 1 ･2 級）
（ 注２ ）
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　 　 下表の要件を 備えている方が受検でき ます。 なお、「 実務の経験年数」 と は受検する 職種に関する実務経験のこ と

を 指し 、 申請受付期間の最終日で算定し ます。

受検資格一覧表6

（ 単位　 年）

受　 検　 対　 象　 者

特　 級
※１

１ 　 級 ２ 　 級 ３ 　 級

（ ※４ ）

単
一
等
級

１ 　 級
合格後

２ 　 級
合格後

３ 　 級
合格後

３ 　 級
合格後

実 務 経 験 の み 7 2 ※９ 3

検
定
職
種
に
関
す
る
学
科
、
訓
練
科
又
は
免
許
職
種
に
限
る

専門高校卒業　 ※２
専修学校（ 大学入学資格付与課程に限る）卒業

6 0 0 1

短大・ 高専・ 高校専攻科卒業　 ※２
専門職大学前期課程修了
専修学校（ 大学編入資格付与課程に限る）卒業

5 0 0 0

大学卒業（ 専門職大学前期課程修了者を 除く ）　 ※２
専修学校（ 大学院入学資格付与課程に限る）卒業

4 0 0 0

専修学校（ ※５ ）又は
各種学校卒業

（ 厚生労働大臣が指定し た
も のに限る）　 ※６

8 0 0 h以上 6
2 4

0
０

※8
1

1 ,6 0 0 h以上 5 0
０

※8
1

3 ,2 0 0 h以上

5

4 0 0
０

※8
0

短期課程の普通職業訓練修了 ※３ ※1 0 7 0 0 h以上 6 0
0

※7
1

普通課程の普通職業訓練修了
※３ ※1 0

2 ,8 0 0 h未満 5 0 0 1

2 ,8 0 0 h以上 4 0 0 0

専門課程又は特定専門課程の高度職業訓練
修了　 ※３ ※10

3 1 2 0 0 0

応用課程又は特定応用課程の高度職業訓練
修了 ※10

1 0 0 0

指導員養成課程の指導員養成訓練修了 ※10 １ 0 0 0

職業訓練指導員免許取得 1 ― ― ― 0

高度養成課程の指導員養成訓練修了 ※10 0 0 0 0 0

※　 ： 表中の 内の数字は、 学校卒業後、 訓練修了後、 免許取得後及び技能検定下位級合格後から の実務の経験年数。

※１ ： 特級申請時には受検区分に関わら ず当該職種1 級合格証書のコ ピー（ A4 縮小推奨） を同封するこ と 。

※２ ： 学校教育法による大学、 短期大学又は高等学校と 同等以上と 認めら れる外国の学校又は他法令学校を卒業し た者並びに独

立行政法人大学改革支援・ 学位授与機構により 学士の学位を授与さ れた者は学校教育法に基づく それぞれのも のに準ずる。

※３ ： 職業訓練法の一部を 改正する 法律（ 昭和5 3 年法律第4 0 号） の施行前に、 改正前の職業訓練法に基づく 高等訓練課程又

は特別高等訓練課程の養成訓練を修了し た者は、 それぞれ改正後の職業能力開発促進法に基づく 普通課程の普通職業訓練

又は専門課程の高度職業訓練を修了し たも のと みなす。 また、 職業能力開発促進法の一部を改正する法律（ 平成４ 年法律

第67 号） の施行前に、 改正前の職業能力開発促進法に基づく 専門課程の養成訓練を修了し た者は、 専門課程の高度職業訓

練を修了し たも のと みなし 、 改正前の職業能力開発促進法に基づく 普通課程の養成訓練又は職業転換課程の能力再開発訓

練（ いずれも 8 0 0時間以上のも のに限る。） を修了し た者はそれぞれ改正後の職業能力開発促進法に基づく 普通課程又は短

期課程の普通職業訓練を修了し たも のと みなす。

※４ ： ３ 級技能検定については、 上記のほか、 検定職種に関する学科に在学する者、 検定職種に関する訓練科において職業訓練

を受けている者及び「 3級の技能検定の受検資格付与に係る確認書」 の交付を受けた者も 受検できる。

※５ ： 大学入学資格付与課程、 大学編入資格付与課程及び大学院入学資格付与課程以外の専修学校

※６ ： 専修学校（ ※５ ）、 各種学校については、 厚生労働大臣が指定し た施設で、 かつ受検する職種に関する学科についても 厚生

労働大臣が指定し たも のに限ら れます。 詳し く は当協会までお問合せ下さ い。

　 　 　 なお、 下記のＨ Ｐ で詳細がご覧になれます。

　 　 　【 厚生労働省】 検定職種のＨ Ｐ

　 　 　 http ://w w w .m h lw .go .j p /genera l/seid o /syo kuno u/g ino u/aram ash i/kansuru .htm l

※７ ： 総訓練時間が70 0 時間未満のも のを含む。

※８ ： 当該学校が厚生労働大臣の指定を受けたも のであるか否かに関わら ず、 受検資格を付与する。

※９ ： 検定職種に関し 実務の経験を有する者について、 受検資格を認めるこ と と する（ 申請書「 職歴欄」 に記入するこ と ）。

※10： 職業能力開発促進法第92 条に規定する職業訓練又は指導員訓練に準ずる訓練の修了者においても、 修了し た職業訓練又は

指導員訓練の訓練課程に応じ 、 受検資格を付与する。

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/syokunou/ginou/aramashi/kansuru.html
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　 実技試験または学科試験の免除を 受けるには、 次の資格事項を 必要と し ます。

※試験免除を 受ける 場合、 受検申請書の試験免除欄に必要事項を 記入する と と も に、 その免除資格を 証明する 書面の

コ ピ ーを 同封し てく ださ い。 なお、 受付手続き 完了後に免除資格を 申し 出ても 免除は受けら れませんので、 必ず受

検申請時に申告し てく ださ い。

免除資格一覧表（ 令和６ 年７ 月時点での規則、 法令等に基づく ）7

対　 象　 者
技能検定試験の免除の範囲

特　 級 １ 　 級 ２ 　 級 ３ 　 級 単一等級

特　 　 級
実 技 試 験 の み 合 格 実技の全部 ※１ ― ― ― ―

学 科 試 験 の み 合 格 学科の全部 ※１ ― ― ― ―

１ 　 　 級

技 能 検 定 合 格 ― 学科の全部 ―

実 技 試 験 の み 合 格 ― 実技の全部 ※２ ―

学 科 試 験 の み 合 格 ― 学科の全部 ※２ ―

２ 　 　 級

技 能 検 定 合 格 ― ― 学科の全部 ―

実 技 試 験 の み 合 格 ― ― 実技の全部 ※２ ―

学 科 試 験 の み 合 格 ― ― 学科の全部 ※２ ―

３ 　 　 級

技 能 検 定 合 格 ― ― ― 学科の全部 ―

実 技 試 験 の み 合 格 ― ― ― 実技の全部 ※２ ―

学 科 試 験 の み 合 格 ― ― ― 学科の全部 ※２ ―

単一等級

技 能 検 定 合 格 ― ― ― ― 学科の全部

実 技 試 験 の み 合 格 ― ― ― ― 実技の全部 ※２

学 科 試 験 の み 合 格 ― ― ― ― 学科の全部 ※２

※１ ： 実技試験または学科試験に合格し た日から ５ 年間有効

※２ ： 複数作業のある検定職種の場合には、 同一作業に限る。

（ 1 ）　 技能検定関係（ 同一の検定職種に限る。）

（ 3 ）　 他法令等関係

対　 象　 者
技能検定試験の免除の範囲

備考
特級 １ 　 級 ２ 　 級 ３ 級 単一等級

製菓衛生師法による製菓衛生師試験に合格し た者
（ 学科試験の一部免除※）

―
菓子製造職種に係る学科試験のう ち食品一般及び
菓子一般

― ―

建築士法による１ 級建築士試験も し く は２ 級建築
士試験に合格し た者または１ 級建築士も し く は２
級建築士の免許を 受けた者

―
建築大工職種およびブロッ ク 建築職種に係る学科
試験の全部

―
枠組壁建築職種に 係
る学科試験の全部

建築士法による木造建築士試験に合格し た者また
は木造建築士の免許を受けた者

― 建築大工職種に係る学科試験の全部 ―
枠組壁建築職種に 係
る学科試験の全部

東京商工会議所が行う 和裁に関
する技能検定

１ 級 ― 和裁職種に係る実技試験の全部 ― ―

２ 級 ― ― 和裁職種に係る実技試験の全部 ― ―

※： 受検申請時に学科試験の一部免除の手続き をさ れた方は、 B群の問題の指定さ れた問題（ ５ 題程度） については解答する必要はあり ません。

（ 2 ）　 職業能力開発行政関係（ 検定職種に関する訓練科または免許職種に限る。）

対　 象　 者
技能検定試験の免除の範囲

特　 級 １ 　 級 ２ 　 級 ３ 　 級 単一等級

指導員試験合格又は指導員免許取得 ― 学科の全部 学科の全部

応用課程又は特定応用課
程の高度職業訓練におけ
る技能照査合格

技能照査合格後
実務経験年数

５ 年 学科の全部 学科の全部

２ 年 ― 学科の全部 学科の全部

― ― 学科の全部 学科の全部

専門課程又は特定専門課
程の高度職業訓練におけ
る技能照査合格

技能照査合格後
実務経験年数

４ 年 ― 学科の全部 学科の全部

１ 年 ― ― 学科の全部 学科の全部

― ― 学科の全部 ―

普通課程の普通職業訓練
における技能照査合格

技能照査合格後２ 年（ 2 8 0 0 h
以上なら １ 年） の実務経験

― ― 学科の全部 学科の全部

― ― 学科の全部 ―

短期課程の普通職業訓練
について修了時試験合格
かつ修了

１ 級技能士コ ース ― 学科の全部 ―

２ 級技能士コ ース ― ― 学科の全部 ―

単一等級技能士コ ース ― ― ― ― 学科の全部

中央技能検定委員２ 年以上 ― 実技の全部及び学科の全部 ※1
実技の全部 

※1
学科の全部

都道府県技能検定委員２ 年以上 ― 実技の全部 ※1 実技の全部 ※1

技能五輪全国大会における技能証 ― 実技の全部 ― ― 実技の全部

技能五輪地方大会における技能証 ― ― 実技の全部 ※2 ―

全国障害者技能競技大会
実技部門の技能証 ― ― 実技の全部 ※2 ―

学科部門の技能証 ― ― 学科の全部 ※2 ―

※1 ： 複数作業のある検定職種の場合には、 同一作業に限る。

※2 ： 平成1 6 年1 0 月2 1 日が有効期限内である技能証は、 その有効期限が過ぎたも のであっ ても 有効（ H1 6 厚労告3 7 6 附則第２ 項及び第３ 項）

※3 ： 職業能力開発促進法第92 条に規定する職業訓練に準ずる訓練における技能照査又は修了時試験の合格者においても 、 技能照査又は修了時試験に合格し た職業

訓練の訓練課程に応じ て、 試験を免除する。

・
・
・
・
・
・
・
・
・ ※3
・
・
・
・
・
・
・
・
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① 過去に実技試験または学科試験のいずれかを 合格し ている が、 有効期限はあり
ますか？
⇒有効期限はあり ません。 ただし 、 特級は合格発表日から ５ 年の有効期限があり ます。

　 なお、 結婚等で改姓し た場合は運転免許証の裏書のコ ピー、 戸籍抄本等の証明を 同封し てく ださ い。

② 過去に実技試験または学科試験に合格し たが、 合格通知を 紛失し た場合はどう
し たら よいですか？
⇒合格通知書を 紛失し てし ま っ た場合でも 免除資格は有効です。 当協会で合格内容（ 合格番号、 合格年月

日等） を 確認する こ と ができ ま すので 、 受検申請書「 試験免除」 欄に「 免除の該当項目、 職種・ 作業、

合格年月日、 受検し た都道府県、 合格番号等」 を 分かる 限り 記入の上、「 合格通知紛失」 と 記載し たフ セ

ン を 貼付し 郵送し てく ださ い。 　

③ 大学や高校など の学校を 卒業（ 在学） さ えし ていれば、 実務経験年数の短縮要
件と なり ますか？
⇒受検する 職種に関する 学科を 卒業（ 在学） さ れていないと 短縮要件になり ません。　 受検職種と 大学や高

校などの学科の関係について不明な場合は、 事前に当協会へお問い合わせく ださ い。

④ 試験日、 試験会場は決まっ ていますか？
⇒学科試験日は5 実施職種及び試験日時の表に掲載し ています。 ま た、 試験会場は申請時には決まっ てい

ません。 後日送付さ れる 受検票に記載し て通知いたし ます。

⇒実技試験については、 日程、 会場と も 申請時には決まっ ていま せん。 決定後、 受検票に記載し て通知い

たし ます。 ただし 、 全国統一の日に行う 職種（ 作業）、 試験については5 実施職種及び試験日時の表に掲

載し ています。

　 ※当協会へ申請し た場合、 学科試験およ び実技試験会場は原則、 東京都内（ 会場、 設備等の都合で一部

職種で都外で行う 場合も あり ） と なり ます。

⑤ 受検票はいつ頃届き ますか？
⇒学科試験は全職種一斉に1 2 月下旬頃送付し ます。 実技試験は1 2 月上旬よ り 職種・ 作業毎に順次送付し ま

す。 なお、 申請後、 氏名や住所等が変更と なっ た場合は、 ⓾申請内容の変更についてを ご確認く ださ い。

⑥ 申請後、 都合によ り 受検を キャ ン セルし たいのですが、 受検手数料は返金さ れ
ますか？
⇒納付さ れた受検手数料は、 原則とし て返還さ れません。 　また、 次回に繰り 越すこと も できません。

⑦ 受検票が届き 試験日程を 確認し まし たが、 指定さ れた日は都合によ り 受検でき
ません。 試験日程の変更は可能ですか？
⇒試験日程の変更はでき ません。　 ま た、 受検者の変更も でき ま せん。 試験当日に来ら れない場合は欠席と

し て取り 扱います。

⑧ 実技試験・ 学科試験と も 免除と なる 要件を 満たし ていますが、 合格証書の発行
を 受けるにはどのよう な手続き が必要ですか？
⇒実技試験、 学科試験と も に免除を 受ける こ と ができ る 方（ 両方免除） は、 改めて申請が必要です。 申請

方法は通常の申請と 同じ く 、 受付期間内に郵送受付と し ます。（ 2 受検申請手続き およ び9 受検申請書作

成要領参照。） ただし 、 全職種（ 作業） の申請が可能です。

　 申請が受理さ れた方には、 合格発表日付で自宅宛に合格通知はがき を 送付し ます。 合格証書の交付につ

いても 、 記載し ていますので必ず内容を ご確認く ださ い。

⑨技能検定の講習会は実施し ていますか？
⇒当協会では実施し ていません。

⑩試験時の持ち物はどのよう に周知さ れますか？
⇒原則、 学科は受検票、 実技は受検票と 一緒に送付する 書類にて周知いたし ます。 ま た、 試験時には、 本

人確認書類（ 運転免許証・ マイ ナン バーカ ード 等） も 併せてご持参く ださ い。（ 場合によ り 確認さ せてい

ただく こ と がございます。）

技能検定についてよく ある質問8
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受検申請書作成要領

● 受検申請書は級別に異なり ます。　 受検する 級の申請書を 使用し てく ださ い。

● 受検申請書裏面に「 本人確認書類のコ ピー」 を 必ず貼り 付けてく ださ い。

● 黒イ ンキ（ ボールペン等） で記入し てく ださ い。（ 鉛筆や消える ボールペン は使用不可。）

● 文字はかい書、 数字は算用数字で正確に（ 略字、 俗字は使わずに） 記入し てく ださ い。

● 記入し た内容を 訂正する 場合は、 二重線で取り 消し た後に訂正印を 押印し てく ださ い。
ただし 、 申請書の右側（ 実技試験写真票など） を 訂正する 場合は、 修正液等を 使用し て
も かまいません。

● 申請書内の「 ※印」 の欄は記入し ないでく ださ い。

● 記入し た事項に不正が判明し た時は、受検の停止または合格を 取り 消す場合があり ます。

● 申請書の記載内容、 同封物の不備等があっ た場合は電話にて 確認いたし ま す。「 0 3 -
6 6 3 1 -6 0 5 ×」 は当協会から の着電ですのでご承知おき く ださ い。

●年齢・ 卒業年早見表 ※「

誕生年 年齢  中学 卒業

昭和3 2 6 7 昭和

昭和3 3 6 6 昭和

昭和3 4 6 5 昭和

昭和3 5 6 4 昭和

昭和3 6 6 3 昭和

昭和3 7 6 2 昭和

昭和3 8 6 1 昭和

昭和3 9 6 0 昭和

昭和4 0 5 9 昭和

昭和4 1 5 8 昭和

昭和4 2 5 7 昭和

昭和4 3 5 6 昭和

昭和4 4 5 5 昭和6 0

昭和4 5 5 4 昭和6 1

昭和4 6 5 3 昭和6 2

昭和4 7 5 2 昭和6 3

昭和4 8 5 1 昭和6 4/平成元

9

右の①～⑬を 記入すると き の注意事項

① 職種番号、 検定職種、 作業番号、 作業名は5 実施職種およ び試験日時を 参照し 、 正確
に記入するこ と 。 ※書き 間違いによる申請内容の変更等はでき ません。

② 該当する 項目に○を する こ と 。 特に「 Ａ 乙と Ｂ 」、「 Ａ 丙と Ｃ 」 を 間違えないよ う 注意
する こ と 。 ※申請後の受検区分変更はでき ません。 過去に一部合格し ている 等の免除
要件が無いか必ず確認するこ と 。

③ TELは受検者本人やと り まと め担当者と 日中連絡がつながる （ 当方から の着電履歴の残
る ） 番号（ 携帯電話推奨）、 メ ールア ド レ ス（ 日中確認がと れる も の） 住所は○○様
方、 マンショ ン名、 部屋番号、 企業・ 学校名、 部署名等まで正確に記入する こ と 。

④ 卒業年月は右下の「 年齢･卒業年早見表」 を 参照し 、 正確に記入するこ と 。 中退の場合
は、 中退し た年月を 記入するこ と 。

⑤  受検資格を 満たす分の職歴を 記入する こ と 。（ 書き き れない場合は適当な補助紙を つけ
るこ と 。）「 職務内容」 は受検する 職種と の関連が分かる よ う に記入する こ と （「 営業」、

「 事務」 では不可。「 営業技術」、「 事務（ 技術指導）」 などは可）。
「 期間合計」 は、 在職期間の合計年数　（ 端数は切り 捨て）　 を 記入する こ と 。（ 職歴が１
つの場合も 必ず記入。）

⑥ 職歴だけでは受検資格を 満たさ ない場合に 、 実務経験年数を 短縮でき る 要件を 記入す
るこ と 。（ 6 受検資格一覧表参照。） なお、 在校生･訓練生は「 該当学校名」 または「 職
業能力開発校等」 を 必ず記入するこ と 。

⑦ 下位等級の技能検定合格後の実務経験年数によ っ て受検資格を 得る 場合に記入する こ
と 。 なお、 こ の場合は合格証書のコ ピ ーを 同封する こ と 。 ※特級を 受ける 方は、 全員
がこ の欄を 記入し 、 １ 級合格証書のコ ピーを 同封するこ と 。

⑧ 該当する 項目に○を し 、 合格･免除等を 受けた年月日･番号･取得都道府県名を 記入する
こ と 。 技能照査合格の場合、「 国名」 の課程･訓練科名を 記入する こ と 。 なお、 こ の場
合は証拠書面のコ ピ ーを 同封する こ と 。 ※申請後に免除資格を 申告し ても 免除はでき
ません。 過去に一部合格し ている等の免除要件が無いか必ず確認するこ と 。

⑨ コ ード 番号を 取得し ている 団体・ 企業で取り まと めて申請する 場合は必ず記入する こ
と 。 ま た、 記入し た団体・ 企業で合格証書を 受領する 場合には「 合格証書団体・ 事業
所受領」 欄に〇を つけるこ と 。
※合格証書は着払いで送付し ますので、 申請者本人と 団体企業で受領方法を 必ず協議し

てく ださ い。 申請後の受領方法（「 団体・ 事業所受取」 または「 個人受取」） の変更は
でき ません。

※〇を 付けない場合は、 申請者本人宛に送付し ます。

⑩ 実技試験を 受ける 方は、 記入およ び写真を 貼付する こ と 。 実技試験に課題･コ ース選択
がある 場合、 作業名欄の（ 　 ） 内に選択する コ ース名を 記入する こ と 。 試験当日の本
人連絡先および緊急連絡先は記入必須。

⑪ 受検申請する 全員が記入およ び写真を 貼付する こ と 。 ただし 、 実技試験･学科試験と も
免除（ 受検区分Ｄ ） の場合、 写真貼付は不要と する。

⑫ 貼り 付ける写真は以下のも のと する（ 粘着力の強いのり を使用し てく ださ い）。
　 ・ サイ ズは縦４ ㎝×横３ ㎝程度（ 多少異なっ ても 可）
　 ・ 紛失防止のため、 裏面に級別、 作業名および氏名を 記入するこ と
　 ・ 無帽・ 無背景で６ か月以内に撮影し たも の
　 ・ スナッ プ写真またはデジカ メ で撮影し てコ ピー用紙に印刷し たも のは不可

⑬ 在職等の確認のため、 雇用保険加入状況について「 被保険者」 または「 被保険者以外」
のどちら かに必ず○を するこ と 。

 

 技能検定コ ード
（ 6ケタ ）

登録団体・ 登録企業と り ま と め申請　

1 級 技能検定受検申請書

令和　 　 　 年　 　 　

　 受検案内の内容について確認・了承しまし
　 ついては、記入した情報は技能検定を実施

職種番号

作業番号

フ リ ガ ナ

姓
氏　 　 名

検定職種

作 業 名

年　 　 　

〒
現 住 所

〒

勤務先名、 学校名
（ 部課名等ま で）

勤 務 先
ま た は
在 学 校
所 在 地

最終学歴
（ 在職期間の確

認に用います）

事業所名
（ 現在の勤務先）

（ 過去の職歴）

（ 過去の職歴）

技能検定
合格状況

合格
等級

級
一部合格は

対象外

受

　

　検

　

　資

　

　格

受
検
職
種
に

係
わ
る
職
歴

実
務
経
験
の
短
縮
申
請
者
の
み
記
入

実
技

学
科

試

験

免

除

昭 和  平 成

1 実技試験合格

6 技能証取得

7 検定委員歴

8 商工会議所

9 その他

1 学科試験合格

2 技能検定合格

4 指導員免許

5 技能士コ ース

7 中央検定委

9 その他

試験、検定、免許等（ 数字を○

試験、検定、免許等（ 数字を○

該当学

職業能力

合格職

　 　 　 　 　 　 　 職種
（ 　 　 　 　 　 　 　 作業）

1  中学     2  高校  
6  各種、専門（ 専修

過去に受検し たこ と のある 方や、 既に一部合格し ている 方を 含め、

本人確認書類のコ ピー を こ の 裏

生年月日

※○を し た学校が「 定時制（ 夜間

根拠となる
学校名等

※在校生
は必ず
記入す
る こ と

メ ールアド レス （ 日中確認がとれるもの）

※合格証書は着払いで送付し ます。○が無い場合は申請者の現住所に送付

東 京 都 知 事 殿

ケン 　 　 　 テイ

　 １ ０

１ ０ ２ ０ ０ 7 ２

　 中央区月島３ －２ －１

◯◯工

◯◯工業（ 有）

0 1 0

検　 定
４ ４

千代田区飯田橋３ －１ ０ －３  

１ ０ ４ ０ ０ 5 ２

（ 株） ◯◯製作所

0 0 0 4 5 6

0 0 6

機械加工
普通旋盤 

◯◯職業能力開発

2

○○○＠○○○○○○.○○.○○

１

５

７

６
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※①～⑬については左の注意事項をよく 読んでから 記入し てく ださ い

「 年齢」 は誕生日以降の満年齢です。 誕生日前の場合は、「 １ 」 を引いてく ださ い。 ※１月～３ 月生まれの方は、「 中学・ 高校・ 大学 卒業」 が１ 年早く なり ます。

中学 卒業 高校 卒業 大学 卒業

4 8 昭和5 1 昭和5 5

4 9 昭和5 2 昭和5 6

5 0 昭和5 3 昭和5 7

5 1 昭和5 4 昭和5 8

5 2 昭和5 5 昭和5 9

5 3 昭和5 6 昭和6 0

5 4 昭和5 7 昭和6 1

5 5 昭和5 8 昭和6 2

5 6 昭和5 9 昭和6 3

5 7 昭和6 0 昭和6 4 /平成元

5 8 昭和6 1 平成2

5 9 昭和6 2 平成3

昭和6 0 昭和6 3 平成4

昭和6 1 昭和6 4/平成元 平成5

昭和6 2 平成2 平成6

昭和6 3 平成3 平成7

昭和6 4/平成元 平成4 平成8

誕生年 年齢  中学 卒業 高校 卒業 大学 卒業

昭和4 9 5 0 平成2 平成5 平成9

昭和5 0 4 9 平成3 平成6 平成1 0

昭和5 1 4 8 平成4 平成7 平成1 1

昭和5 2 4 7 平成5 平成8 平成1 2

昭和5 3 4 6 平成6 平成9 平成1 3

昭和5 4 4 5 平成7 平成1 0 平成1 4

昭和5 5 4 4 平成8 平成1 1 平成1 5

昭和5 6 4 3 平成9 平成1 2 平成1 6

昭和5 7 4 2 平成1 0 平成1 3 平成1 7

昭和5 8 4 1 平成1 1 平成1 4 平成1 8

昭和5 9 4 0 平成1 2 平成1 5 平成1 9

昭和6 0 3 9 平成1 3 平成1 6 平成2 0

昭和6 1 3 8 平成1 4 平成1 7 平成2 1

昭和6 2 3 7 平成1 5 平成1 8 平成2 2

昭和6 3 3 6 平成1 6 平成1 9 平成2 3

昭和6 4 /平成元 3 5 平成1 7 平成2 0 平成2 4

平成2 3 4 平成1 8 平成2 1 平成2 5

誕生年 年齢  中学 卒業 高校 卒業 大学 卒業

平成3 3 3 平成1 9 平成2 2 平成2 6

平成4 3 2 平成2 0 平成2 3 平成2 7

平成5 3 1 平成2 1 平成2 4 平成2 8

平成6 3 0 平成2 2 平成2 5 平成2 9

平成7 2 9 平成2 3 平成2 6 平成3 0

平成8 2 8 平成2 4 平成2 7 平成31 /令和元

平成9 2 7 平成2 5 平成2 8 令和2

平成1 0 2 6 平成2 6 平成2 9 令和3

平成1 1 2 5 平成2 7 平成3 0 令和4

平成1 2 2 4 平成2 8 平成31 /令和元 令和5

平成1 3 2 3 平成2 9 令和2

平成1 4 2 2 平成3 0 令和3

平成1 5 2 1 平成3 1 /令和元 令和4

平成1 6 2 0 令和2 令和5

平成1 7 1 9 令和3

平成1 8 1 8 令和4

平成1 9 1 7 令和5

き

　
　り

　
　は

　
　な

　
　し

　
　て

　
　は

　
　い

　
　け

　
　ま

　
　せ

　
　ん

き

　
　り

　
　は

　
　な

　
　し

　
　て

　
　は

　
　い

　
　け

　
　ま

　
　せ

　
　ん

き　 　 り 　 　 は　 　 な　 　 し 　 　 て　 　 は　 　 い　 　 け　 　 ま　 　 せ　 　 ん

団体・ 企業名 合格証書の登録団体・ 企業受取※
【 該当の場合のみ右欄に〇】

 
 

①上記現住所　 　 　 　 　 　 ②上記勤務先、在学校

受検票の送付 （ ど ちら か一方のみ選択）

登録企業と り ま と め申請　 ※下記は技能検定コ ード を取得し ている 団体・ 企業でと り まと めて申請さ れる 場合のみ記入

※

※

※

A乙

A丙

B

C

D

A甲
※

※

※

※

※

2,000

3,100

制限台帳記入

本人確認書類
添付確認

※

領　収

21,300

18,200

3,100

18,200

※ ※

受付 試験中

1

定時制･
通信制
のみ○

技能検定受検申請書

令和　 　 　 年　 　 　 月　 　 　 日

したので技能検定の受検申請を致します。
実施するために必要な範囲で利用することに同意します。

1 ．男 2 ．女

検定職種

作 業 名 作業

名

 受検区分（ 左側の項目を○で囲む）

Ａ甲　 実技・ 学科とも受検

Ａ乙　 実技免除なしで学科のみ受検

Ａ丙　 学科免除なしで実技のみ受検

　Ｂ 　 　 実技免除で学科受検

　Ｃ 　 　 学科免除で実技受検

　Ｄ 　 　 実技試験・ 学科試験の両方免除

◎
「
受
検
案
内
」
の
「
受
検
申
請
書
作
成
要
領
」
を
読
ん
で
「
太
枠
」
内
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
※
印
の
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

年　 　 　 月　 　 　 日生 性　 別（ 数字を○で囲む）

都 道 府 県 TEL ─　 　  　 　 ─

都 道 府 県 TEL ─　 　 　  　 ─

在学期間 卒業年月

被保険者 ・  被保険者以外

在職期間職務内容所在地 期間合計 年

都 道

府 県

年

年　　 月～ 年　　 月（ 　 　年　 ヶ月間）

年　　 月～ 年　　 月（ 　 　年　 ヶ月間）

年　　 月～ 年　　 月（ 　 　年　 ヶ月間）

都 道

府 県

都 道

府 県

央検定委員歴

○で囲む）

○で囲む）

（ 職種・ 課程名）

（ 作業名）

（ 職種・ 課程名）

（ 作業・ 訓練科名）

卒業 ・ 中退 ・ 見込

年　 　 　 月昭 平 令

年 　 月
　 ～

年 　 月

昭 平 令

昭 平 令

年 　 月
　 ～

年 　 月

昭 平 令

昭 平 令

年 　 月

昭 平 令

年 　 月

昭 平 令

（ 　 　 　 　 　 　 都 道 府 県）

　 　 　 年　 　 月　 　 日昭 平 令

　 　 　 　 年　 　 　 月　 　 　日

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　都 道 府 県）

（ 下４ 桁） 第　 　 　 　 　 　 　 号　 　

昭 平 令

（ 　 　 　 　 　 　 都 道 府 県）

　 　 　 年　 　 月　 　 日昭 平 令

卒業 ・ 見込都 道 府 県

卒業 ・ 見込

在学期間該当課程、 学科名等該当学校名 所在地 卒業年月

在学期間該当課程、 科、 コース名等職業能力開発校等 所在地 卒業年月

受検資格判定

※

実技免除判定

※

分類記号

※

合格年月日・ 取得地・ 合格番号合格職種（ 作業名）

　 　 　 　 　 　 　 職種
（ 　 　 　 　 　 　 　 作業）

合格年月日・ 取得地・ 合格番号

号
（ 検定委員歴　 　 年）

1  級

実技試験写真票
（ 実技試験を受ける方のみ、 記入して下さい。）

実技試験受検票
（ 実技試験を受ける方のみ、 記入して下さい。）

フ リ ガ ナ

氏　 　 名

日　 　 時

試 験 場

令和　 　年　 　 月　 　 日（ 　 ）

時　 　 　 分　 集合

作 業 名

（ 選択＊） （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

検定職種

級　 　 別

受検番号

受検
区分

※

※

※

＊試験問題に課題やコースの選択がある場合に記入する。

○　 裏面の注意事項を良く 読んで下さい。
　 　 検定職種・ 作業によっては別紙の注意事項があります。

都 道 府 県

Ａ甲 Ａ丙 C

学科免除判定

※
合格年月日・ 取得地・ 合格番号

号
（ 中央検定委員歴　 　 年）

  高校     3  高等専門学校　   4  短大     5  大学・ 大学院
（ 専修）学校、職業能力開発校等

受付番号
※

受検番号
※

過去に受検し たこ と のある 方や、 既に一部合格し ている 方を 含め、 すべての方が例外なく 貼り 付けが必要です

裏面に必ず 貼り 付け て下さ い（ 貼付さ れていない申請書は受理できません）

1  級
受検
区分

Ａ甲 Ａ丙 C

写 真

縦 4 ㎝ × 横 3 ㎝

※ 実技 試験を 受 検する 方は

必ず写真を貼って下さい

●無帽・ 無背景で６ か月以内に

撮影したもの

●写真裏面には、職種・ 作業名・

級・ 氏名を書いて貼って下さい

●スナップ写真や、デジカメ で撮影

してコピー用紙に印刷したもの

などは使えません

受検番号

フ リ ガ ナ

氏　 　 名

試験当日の
本人連絡先

TEL　 　 　 　 　 　 ─　 　 　 　 　 　 ─　 　 　 　 　 　

TEL　 　 　 　 　 　 ─　 　 　 　 　 　 ─　 　 　 　 　 　

＊試験問題に課題やコースの選択がある場合に記入する。

緊急連絡先
（ 検定中の怪我等の際に

連絡がとれる家族等）

検定職種

作 業 名

（ 選択＊）

作業

作業

作業

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

級　 　 別

※

※○を し た学校が「 定時制（ 夜間） 」 ま たは「 通信制」 の場合のみ右欄に○を記入
学 校 の 種 類

「 雇用保険」加入状況確認欄

（ 在職等の確認のため、必ず

ど ちら かに○を する こ と ）

勤務先名、 学校名
（ 部課名等ま で）

技能検定受検申請書（ 協会控）

受検申請さ れる方（ 実技・ 学科両方免除者を 含む）は、
必ず記入し て下さい。

都道
府県

1  級

検定職種

作 業 名

受検番号

級　 　 別

現 住 所

※

フ リ ガ ナ

氏　 　 名

生年月日

〒

都道
府県

勤 務 先
ま た は
在 学 校
所 在 地

〒

TEL　 　 　 　 　 　 ─　 　 　 　 　 　 ─　 　 　 　 　 　

TEL　 　 　 　 　 　 ─　 　 　 　 　 　 ─　 　 　 　 　 　

昭和 ・ 平成　 　 　 　 　 年　 　 　 　 月　 　 　 　 日生

写 真

縦 4 ㎝ × 横 3 ㎝

※受検区分がD（ 両方免除）の

方は貼付の必要はありません

●無帽・ 無背景で６ か月以内に

撮影したもの

●写真裏面には、職種・ 作業名・

級・ 氏名を書いて貼って下さい

●スナップ写真や、デジカメ で撮影

してコピー用紙に印刷したもの

などは使えません

※日中連絡がと れる 携帯電話番号推奨

○が無い場合は申請者の現住所に送付し ます。必ず申請者と 登録団体・ 企業で協議し て〇をつけてく ださ い。（ 原則、変更はでき ません）

タ 　 　  　 ロ ウ

　 １ ０ １ ０

　 中央区月島３ －２ －１

◯◯工業（ 有） 　 　 加工課

（ 有） 東京　 精密機械加工

　 機械加工

　 普通旋盤

1 3

0 8 0 X X X X X X X X

0 3 △△△△ △△△△

３ 6 3

太　 郎

千代田区飯田橋３ －１ ０ －３   東京し ごと マンショ ン7 0 2

東　 京　 　 　 　

東　 京　 　 　 　

３

H
8

H
1 84 9 61 0

◯◯製作所 神奈川 精密機械加工 H
5

H
88 3 82

54

7

1 6 3 1 5

3

0 0 0 3

0 0 0 5

1 5

4

5 3

3

機械加工
普通旋盤 東 京

東 京

機械科 東京◯◯職業能力開発センタ ー

機械加工

普通旋盤作業

◯◯工業組合連合会

ケ ン テ イ  　 タ ロ ウ

機械加工

普通旋盤

　 検定　 太郎

ケ ン テ イ  　 タ ロ ウ

　 検定　 太郎

ケ ン テ イ  　 タ ロ ウ

　 検定　 太郎

機械加工

普通旋盤

◯◯工業（ 有） 加工課

東京し ごと マンショ ン7 0 2

千代田区飯田橋３ －１ ０ －３ 　

機械加工

普通旋盤

１ ０ ２ ０ ０ ７ ２ 　 東 京

１ ０ ４ ０ ０ ５ ２ 　 東 京

中央区月島３ －２ －１

4 4 1 0 1 0

X X X X

○○○＠○○○○○○.○○.○○

X X X X0 3

X X X X X X X X0 8 0

X X X X X X X X0 3

0 3 △△△△ △△△△

４

２

９

３

10

12
13

11

８
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　 技能検定受検申請書を提出し た後、 氏名、 住所、 電話等記載事項に変更・ 記載誤り があっ

た場合は直ちに当協会ホームページの “申請内容変更届フ ォ ーム” から ご連絡く ださ い。 実

技試験実施期間を過ぎた場合は入力ができ なく なり ます。 その場合は個別にお問合せく だ

さ い。（ 申請内容変更届フ ォ ームは1 0 月下旬頃利用可能になり ます。）

【 注意事項】

　 ①変更でき るのは氏名・ 住所・ 連絡先及び勤務先の情報に限り ます。 受検する職種・ 作

業・ 級・ 受検番号・ 受検区分等は変更できません。

　 ②氏名が変更と なっ た場合はそれを 証明する書類（ 例： 戸籍謄抄本等） を 後日当協会に

簡易書留で郵送し てく ださ い。

　 ③住所変更し た場合、 受検票等通知物の発送時期によっ ては申請内容変更が反映さ れず、

旧住所宛に発送物が届く 場合も あり ますので、 郵便局にも 必ず届け出てく ださ い（ オ

ンラ イ ンでの転居届受付サービス有。 詳細は郵便局ホームページをご確認く ださ い）。

　 　 但し 、 合格証書は郵便ではなく 、「 特定信書便の着払い」 で配送し ます。

　 　 合格証書を 個人で受領さ れる 方で送付先が変更と なる場合は、 技能士合格時に送付す

る合格通知書（ 圧着はがき ） に記載のご案内をご確認く ださ い。

申請内容の変更について1 0
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技能五輪東京都予選参加案内1 1

　 技能五輪全国大会は、 国内の青年技能者の技能レ ベルを 競う こ と によ り 、 青年技能者に目標を 与える と と も

に、 技能に身近に触れる 機会を 提供する 等、 広く 国民一般に対し て、 技能の重要性、 必要性を アピ ールする こ

と により 、 技能尊重機運の醸成を 図るこ と を 目的に開催さ れています。

　 令和７ 年度の技能五輪全国大会に参加する ためには、 予選を 実施する 職種の場合、 東京都予選において優秀

な成績を 収め、 東京都職業能力開発協会会長の推薦を 得るこ と が必要と なり ます。

  1 　 競技職種  

　 地方大会の競技課題は、 技能検定２ 級実技試験課題を 使用し ます。

　 今回予選を 実施する職種は次のと おり です。

  2 　 参加資格  

　 平成1 4 年１ 月１ 日以降に生まれた方で事業主又は学校長・ 訓練施設長の推薦のある方。

　 ただし 、 過去の技能五輪国際大会において同一職種の競技に参加し たこ と のある方を 除く 。

　（ 技能検定受検資格がある場合は、 技能検定の受検を 兼ねて申し 込むこ と も でき ます。）

  3 　 参加申込の方法  

●技能五輪東京都予選を 申込む方

　 技能五輪東京都予選参加申込書（ 黄色の用紙） に必要事項を 記入の上、 2 受検申請の手続き に従っ て申し 込んでく

ださ い。

●２ 級の技能検定の受検を 兼ねて申込む方

　 ２ 級の技能検定受検申請書の左側上部余白およ び実技試験写真票の下部余白に「 五輪」 と 朱書き の上、 事業主又は

学校長・ 訓練施設長の推薦書（ 技能五輪東京都予選参加申込書の左側半分を 使用） を 添付し てく ださ い。

　 ※「 五輪朱書き 」、「 事業主の推薦書」 が無い場合は2 級と 五輪と の併願ができ ません。

  4 　 予選参加手数料  

　 3 受検手数料（ P3 ） の２ 級の条件に該当する金額　 ※電工、 電気溶接職種はお問い合せく ださ い。

  5 　 予選実施日時及び場所  

　 1 技能検定実施日程のと おり

  6 　 予選競技課題の公表  

　 予選競技の実施に先立っ て、 予選競技課題を 公表し ます。 ２ 級技能検定実技試験の問題（ 電工、 電気溶接職種を 除

く ） をそのまま使用し ます（ 1 技能検定実施日程―実技試験問題公表欄参照）

  7 　 全国大会への推薦  

　 東京都予選において優秀な成績を 修めた方は、 全国大会に推薦さ れます。 なお、 全国大会の該当職種の競技が実施

さ れないこ と と なっ た場合は、 推薦から 除き ますので、 予めご承知おき く ださ い。

  8 　 技能証の交付  

　 技能検定対応職種（ 作業） については、 一定水準以上の成績を 修めた方に合格発表日付で技能証が交付さ れ、 以後

２ 級技能検定の受検資格が生じ た場合は、 実技試験が免除さ れます。（ 7 免除資格一覧表参照）

※「 全国技能競技大会等選手育成強化」 及び「 技能五輪全国大会出場支援」 にかかる補助金制度があり ます。 詳細は当

協会ホームページを ご覧く ださ い。

全国大会競技職種名 予選実施競技職種（ 作業） 名 職種番号 作業番号

機械製図 機械・ プラ ント 製図（ 機械製図CAD 作業） ※１ 0 5 2 0 1 5

電気溶接 電気溶接　 ※２ 9 0 1 0 0 0

配管 配管（ 建築配管作業） ※１ 0 4 6 0 1 0

電工 電工　 ※２ 9 0 2 0 0 0

建築大工 建築大工（ 大工工事作業） ※１ 0 3 8 0 1 0

冷凍空調技術 冷凍空気調和機器施工（ 冷凍空気調和機器施工作業） ※１ 0 6 9 0 1 0

時計修理 時計修理（ 時計修理作業） ※１ 0 1 9 0 1 0

※１ 　 人数制限職種のため、 受付は先着順（ 申請書が郵送で当協会に届いた順） に受付ます。 定員を 超えた場合、 定員を 超えた日に届いた申請書の

中で抽選を行います。

※２ 　 参加者の所属事業所（ 設備・ 人員） を 利用し て実施し ます。 こ のため、 初めて参加を希望する場合は、 必ず受付期間前に当協会にお問い合

わせく ださ い。 設備状況等によっ てはお受けでき ない場合も あり ます。



東京都職業能力開発協会 事務所

当協会宛先

〒1 0 2 –8 1 1 3 　 東京都千代田区飯田橋3 –1 0 –3  東京し ごと センタ ー７ 階

電話  0 3 -6 6 3 1 -6 0 5 2 　（ 電話は平日8： 4 5 ～1 7： 3 0 ）

FAX  0 3 -6 6 3 1 -6 0 5 5

●飯田橋駅　 JR中央・ 総武線…東口　 徒歩７ 分

　 　 　 　 　 　 都営地下鉄大江戸線・ 東京メ ト ロ有楽町線・ 南北線…A２ 出口　 徒歩７ 分

　 　 　 　 　 　 東京メ ト ロ東西線…A５ 出口　 徒歩３ 分

●水道橋駅　 JR中央・ 総武線…西口　 徒歩５ 分

●九段下駅　 東京メ ト ロ東西線…７ 番出口　 徒歩８ 分

　 　 　 　 　 　 東京メ ト ロ半蔵門線・ 都営地下鉄新宿線…３ 番出口　 徒歩1 0分

申請書郵送時、 必要に応じ てご活用く ださ い。 点線に沿っ て切り 取り 、 封筒へ貼付し 郵送願います。

なお、 切り 取る際、 裏面（ P14 技能五輪） の情報が必要な方は、 控えをと るか当協会HPでご参照く ださ い。

技能検定申請書 在中

〒1 0 2 –8 1 1 3

　 東京都千代田区飯田橋3 –1 0 –3 　 東京し ごと センタ ー７ 階

　 東京都職業能力開発協会 業務課 宛


